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１．概要（Summary） 

塗布できる熱電材料として有機－無機ハロゲン化ペロ

ブスカイトであるヨウ化メチルアンモニウムスズ(MASnI3)

を作製し、その特性を評価した。高いゼーベック係数と導

電度、低い熱伝導率が高い熱電特性となるが、特に導電

度と熱伝導率は、薄膜の微細構造と対応することが多く、

生成した膜の構造評価が必須となる。本研究では、生成

した膜を走査型電子顕微鏡で観察し、得られた熱電特性

を考察した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

走査型電子顕微鏡 

【実験方法】 

走査型電子顕微鏡により、作製した MASnI3 薄膜の表

面構造を観察した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

ペロブスカイト膜生成には基板加熱が重要とされており、

100°C で 5 分ならびに 15 分と加熱条件を変えて生成し

た MASnI3 薄膜の表面 SEM 像を Fig.1 に示す。15 分

加熱した薄膜の方がやや観察される粒径が小さいものの

表面構造に大きな違いはみられなかった。Fig.2 に測定し

た導電度、ゼーベック係数およびそれらから得られるパワ

ーファクターを示す。いずれの膜も導電度は室温で 2.4 

S/cm と低く、薄膜表面にみられる多孔構造に起因してい

ると考えられる。高い導電度を得るには、充填率の高い薄

膜を作製する必要があることがわかり、観察を通して低い

導電度の原因を考察できた。 

  
Fig. 1  SEM image of MASnI3 thin films heated at 

100°C for (a) 5 min and (b) 15 min. 

 

Fig. 2  (a) electrical conductivity、 (b) Seebeck 

coefficient、 and (c) power factor of MASnI3 thin 

films heated at 100°C for 5 min and 15 min. 
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